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しらかば通信 
 東京真田町の会 No.32 

 

2025（令和 7）年度 第 38 回総会・懇親会のご案内 

みなさま、清々しい日々をお過ごしのこととお慶び申し上げます。この冬、日本海側およ

び東北・北海道では積雪 3m をこえたと報じられていました。一方、関東では 3 月中旬に

チラチラあった粉雪も 5cm 位で終わりました。その数日後は桜景色になりそうな風の吹き

まわしになり、野山の芽吹きをおおらかに愉しめる時節はすぐそこに感じられます。 

さて、ここに第三十八回総会・懇親会のご案内をお届けします。 

年に 1 回のこのとき、おたがいに声をかけお誘いあいご出席いただきたく、みなさまの

元気な姿に会えることを、役員一同お待ちしております。上田市及び真田地域からのご

来賓には例年のように活気に満ちたふるさとの動向、みどり豊かな大地や山河への抱負

などをご披露いただきます。ふるさと今昔の話題などで大いに盛り上がることと思います。

講演では、昨年同様に堀内道夫氏による第二弾「認知症について、血流の大切さ」をご

講演いただきます。ご期待下さい。 

 

記 

期 日 ２０２４年５月１９日（日） 

会 場 アルカディア市ヶ谷私学会館、六階「霧島」 

千代田区九段北 4-2-25、TEL03-3261-9921(代) 

受 付 １１：３０より 

総 会 １２：１０～１２：３０ 

講 演 １２：４０～１３：１０、堀内道夫氏 

― 記念撮影・休憩 ― 

懇親会 １３：３０～１6：3０ 

懇親会費 8,000円（会員でない方は4,000円） 

年 会 費 1,500円 

出欠の返信方法 同封の返信葉書で4月19日（金）

までにお送り下さい。締切り後に出席を希望される 

方は、返信葉書または電話でご連絡下さい。 

懇親会での余興、娯楽など 籤引きによる贈りもの 

など、カラオケ時間も十分とってあります。 

－ そのほかのご案内 － 

1) 返信葉書に記入された近況は日本ダボスNo.37 

へ掲載されます。 

3) お問合せの際は下記へご連絡ください。 

会長・事務局 深町共榮   
TEL ０９０-７２２５-６４９１ 

副会長 柴田小夜子  
TEL ０３-３４６７-４０３５ 

4) 次の各駅から会場までは徒歩約 2分です。 

a) 地下鉄有楽町線･南北線 市ヶ谷駅（出口は1、A1） 

b) 地下鉄新宿線 市ヶ谷駅（出口はA1、A4 ） 
c)  JR中央総武線（各駅停車）市ヶ谷駅  

１．第38回総会・懇親会 

記 

期 日 2025(令和7)年５月１８日（日） 

会 場 アルカディア市ヶ谷私学会館、六階「霧島」 

千代田区九段北 4-2-25、TEL03-3261-9921(代) 

受 付 １１：３０より 

総 会 １２：００～１２：３０ 

講 演 １２：４０～１３：１０ 講師 堀内道夫氏 

― 記念撮影・休憩 ― 

懇親会 １３：３０～１6：3０ 

懇親会費 8,000円（会員でない方は4,000円） 

年 会 費 2,000円 

出欠の返信方法 同封の返信葉書で4月25日（金）

までにお送り下さい。締切り後に出席を希望される 

方は、返信葉書または電話でご連絡下さい。 

懇親会での余興や娯楽 籤引きによる贈りものなど、

また、カラオケ時間もあります。 

－ そのほかのご案内 － 

1) 年会費(2,000円)を払込取扱票にて振込願います。 

2) 返信葉書に記入された近況は日本ダボスNo.38 

へ掲載されます。 

 
烏帽子への径 (夏20260814) 小烏帽子から烏帽子を望む 
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生徒数 昭和31年度 853名 
    昭和60年度 412名 
    令和6年度  204名 

　　学 校 名 /人 令5年度/人

菅平中学校 12 (12)

真田中学校 62 (65)

中学校生徒数計 74 (77)

菅平小学校 6 (8)

長 小 学 校 11 (15)

傍陽小学校 7 (8)

本原小学校 40 (26)

小学校生徒数計 64 (57)
入学式2024（令6）年4月祝慶

表 1 令和6(2024)年度真田地域小・中学校入学者数
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